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研究成果の概要（和文）：本研究は、19世紀・20世紀の日本における文学と建築という二つの

表象形式から「西洋」空間について具体的に調査するとともに、そうした表象と同時代の科学

技術志向及び都市化との関連を解明することを目的としたものである。文学、建築の共同研究

者および協力者の研究をベースに研究会合をもつほか、外部から適任の講演者を招聘し理解を

深め、さらには共同研究者とともに国際シンポジウム・国際学会で発表し成果を公表した。 

 
研究成果の概要（英文）：This project has been aimed at shedding light on the image of the 
"western space", as it appears in the literature and architecture of 19th and 20th 
century Japan. At the same time, our research has tried to clarify the relationship 
between the above-mentioned forms of representation and the pursuit of science, 
technology and urbanization dominating the modern age. In the course of the project, 
the members--specialists in literature and architecture-- held regular study meetings, 
at which guest experts from various connected fields gave talks, furthering the 
understanding of the topic at hand. The members made public the results of their work 
through presentations at international conferences and symposia. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）明治維新以後、推進されてきた「近代
化」とは、あくまでも「未来形」であり、そ
の実態（実質）は、語られ、作られること、
すなわち表象されることによって初めて具

現化されるといえる。それは、時には新たな
認識や生活空間・パターンを生み出す契機と
なる一方で、「現在」において＜あり得る＞
（＜あり得た＞）「未来」を表象することに
もなる。したがって、その表象自体が歪なも
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のを抱えているのも当然だといえる。もちろ
ん、このような「近代化」をめぐる問題は何
も文学と建築という領域に限ったことでは
ないであろう。しかし、空間がどのように言
説化され表象されたかという観点で「近代
化」の有する問題に迫る時、文学と建築とい
う領域を結びつけて検討することはきわめ
て有効であると考える。 

 

（２）本研究ではこのような視座に立ち、文
学と建築の領域において「近代化」の表象を
問う時に重要となる「西洋」空間の表象のあ
り方について着目したい。言うまでもなく、
「近代化」と「西洋」空間はイコールではな
いし、両者ともそれぞれ一様なものではない。
また、そもそも空間を言語において表象する
こと自体、何かしらのバイアスがかかってく
ることにもなり、そこにモノと言葉との往還
の中で生まれてくる本質的な問題も含まれ
ているといえるだろう。 

例えば、「植民地」における近代建築は「日
本」をシンボライズする建築であり、明治期
の日本における「近代化」の象徴として「西
洋」を見ようとしたあり方とは大きく異なっ
ている。しかしながら日本人旅行者達は「植
民地」における近代建築に必ずしも「日本」
を見ていたわけではない。このように、“そ
の場”では様々なズレが生じているのである。 
つまり、一言に「西洋」空間、「近代化」

の象徴といっても時代や状況のズレはもち
ろん、「表象としての建築」と実在した「物
としての建築」とのズレがあり、本研究にお
いてはこのズレの詳細な分析こそが主眼と
なるのである。 

 

（３）特に本研究が文学の領域を重視するの
は、文学テクストを分析することによって、
実際に創出された「西洋」空間を見ることの
みならず、「西洋」空間がどのように創出さ
れようとしていたのかという、その概念形成
の過程自体を捉えることが可能になるから
である。文学テクストをそのような観点で分
析・調査することによって初めて、一様では
ない多義的な「西洋」空間の内実、「近代化」
の内実を捉えることが可能となるだろう。 

 

（４）以上のことから、本研究では文学テク
ストを主軸として、言説表象と実在の日本・
西洋・旧「植民地」の近代建築の表象との連
関を見ることにより、日本文化における空間
認識のあり方について身体性の問題も含め
て問い直すという試みを行う。 

そして、こうした日本文化における＜生き
られた空間＞を探る試みは現代の都市が抱
える問題や、さらにはインターネットなどの
様々なメディアが溢れ、時間認識・空間認識
が変化している現代の精神構造を考える上

でも有効な視点であると考える。 

 

（５）代表者の数年来の研究対象である幸
田露伴は、日本家屋における用具（畳等）と
「坐る」「立つ」という行為に表される精神
のあり方［「家屋の構造」『新小説』1897］
を述べるなど、早い時期から＜生きられた空
間＞として建築物を捉える視点を有してお
り、このような露伴の空間認識について、代
表者は「観画談」という作品を取り上げて論
じた［「「観画談」試論――＜移動＞と＜境
界＞――」『國語と國文学』2000 年］。ま
た、1920－30 年代における佐藤春夫の文学
に見られる台湾表象に関して、春夫が実際に
東京に建てた「支那風」の邸宅をめぐる記事
や、「女誡扇綺譚」「奇談」などの作品を通
して論じている［「日本近代文学における＜
支那＞及び＜台湾＞表象――佐藤春夫の作品
を中心に」2009 年 3 月 2 日台北市立教育大
学学術講演、『作ることの視点における 1910

－40 年代日本近代化過程の思想史的研究 
成果論集（平成 19 年度科学研究費補助金助
成基盤研究（B）（19320019））』2009、「消
え去りゆく＜声＞――佐藤春夫「奇談」を読
む――」『日本文学』2009］。 

 

（６）代表者の既往の研究から更に発展させ、
今回は特に文学と建築との関係性に絞り、同
様の関心を寄せる研究者――文学テクストに
おける建築物や都市の表象に関して建築
史・都市論の分野から研究をしている藤原学
氏と大正・昭和期の文化状況と文学テクスト
の関連についての研究をしている日高佳紀
氏――の両者に呼びかけ、共同研究グループ
を組織した。 

 

２．研究の目的 

 
（１）本研究は、主に文学作品を中心とした
言説表象において、近代及び現代の空間表象
がどのように形成され展開していったかと
いう点に着目し、日本の近現代思想の新たな
側面を切り拓こうとしたものである。 

 

（２）19 世紀・20 世紀の日本における文学
と建築という二つの表象形式から、現実世界
及び虚構世界で表象されようとしていた「異
文化との交錯点」「近未来像」である「西洋」
空間について具体的に調査するとともに、そ
うした表象と同時代の科学技術志向及び都
市化との関連を解明することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）研究組織 

①研究運営：研究代表者の所属する同志社大
学を中心に行う。会を運営する両大学には
基本的な研究資料の設置をして、研究の利



 

 

便性を図る。 

②研究体制：研究代表者、研究分担者を中心
として年に約 4回の研究会合を開く。 

研究会合は外部識者や、大学院生などの若
手研究者の積極的な参加を要請し、研究体制
活発化を図り、国際シンポジウムや学会への
参加および論文集を企画を行う。 

 
（２）具体的な作業 
①理論書や先行研究を読み、問題を分担者で
共有しつつ、検討課題を抽出する。 

②基礎的資料を収集し、分担者で共有する。
資料収集に関しては以下のような役割分
担が可能である。 

・建築および都市計画関連資料の収集と分析
［藤原］ 

・明治期の文学テクスト関連資料の収集と分
析、旧満州をはじめとする「植民地」関連の
日本文学テクスト資料の収集と分析［西川］ 

・大正・昭和期の文学テクスト関連資料の収
集と分析［日高］ 

③建築思潮史・建築史・文学の若手研究者を
積極的に参加させ学際的な研究会、ワーク
ショップを開催する。 

［若手研究者：笹尾佳代（現・徳島大学）・
高木彬（現・京都工芸繊維大学大学院博士後
期課程修了生）］ 

④実地調査を行う。 

 

４．研究成果 
 
19 世紀・20 世紀の日本における文学と建
築という二つの表象形式から、「西洋」空
間について具体的に調査するとともに、そ
うした表象と同時代の科学技術志向及び都
市化との関連を解明することを目的として、
文学、建築の共同研究者および協力者の研究
をベースに研究会合をもち、研究成果の検証
および情報の共有を行なった。具体的な活動
としては以下の通りである。 
 
（１）研究会合および外部識者の講演による
調査の情報共有・内容理解の深化 
 
＜平成 22 年度＞ 
・5 月＝藤原学（研究分担者）報告「日本に
おける西洋近代建築の基礎的知識について」
（於京都大学）（日本の西洋近代建築に関す
る基礎知識を共有し、メンバーでの問題点を
出し合った） 
・７月＝高木彬（研究協力者）報告「日本に
おける西洋建築表象を考える上での参考文
献に関して」（於同志社大学）（主に田中純の
著作を会読し、日本における西洋建築表象が
これまでどのように捉えられてきたか、また
今後どのような形で分析していくべきかを
メンバーで議論した） 

・8 月＝笹尾佳代（研究協力者）報告「満州
を舞台とした日本近代文学、日本近代文学に
描かれた満州の西洋建築に関して」（於同志
社大学）（10 月に開催する国際シンポジウム
に向けての準備） 
・1月,3 月＝平成 23 年度 EAJS にエントリー
する上でのパネル発表テーマについてのメ
ンバー間での議論（於同志社大学） 
 
＜平成 23 年度＞ 
・5月＝ドッド氏（外部識者・ロンドン大学）
報告「伊藤整「幽鬼の町」」（於同志社大学）
（於同志社大学）（8 月に参加する EAJS での
パネル発表“ Tangible Narratives: The 

Significance Of Architecture In Modern 

Japanese Literature”に関する議論） 
・7月＝藤原学報告「谷崎潤一郎「蓼食う虫」」
（8月に参加するEAJSでのパネル発表に関す
る議論） 
・7 月＝西川貴子（研究代表者）報告「泉鏡
花「白金之絵図」」（於同志社大学）（8月に参
加する EAJS でのパネル発表に関する議論） 
・8月＝EAJSパネル発表の最終打ち合わせ（於
エストニア・タリン大学） 
・11 月＝市川秀和（外部識者・福井工業大学）
講演「室生犀星における「終の住まいと庭」」
（於京都コンソーシアム） 
・11 月＝高木彬報告「ビルデング」の解体―
―稲垣足穂「有楽町の思想」」（於京都コン
ソーシアム） 

 
＜平成 24 年度＞ 
・8 月＝水上優（外部識者・福山大学）講演
「文学における帝国ホテル」 
・8月＝日高佳紀（研究分担者）報告「開化
の居留地――大佛次郎「霧笛」の都市と建築」 
・10 月＝笹尾佳代報告「軽井沢のモダニズム」 
・10 月＝西川貴子報告「夢野久作「氷の涯」
に見るハルピン建築表象」 
・11 月＝木田隆文（外部識者・奈良大学）講
演「武田泰淳の〈上海〉小説―建築にみる日
本統治」 
・1 月＝田口律夫（外部識者・龍谷大学）講
演「「復興小学校」をめぐる問題系」 
 
（２）国際シンポジウム開催による研究成果
の国際的な情報発信 
・平成22年10月29日：国際シンポジウム「近
代日本の都市表象」（於大連外国語学院日本
語学院・大連・中国) 

 
（３）国際学会（EAJS）でのパネル発表によ
る研究成果の国際的な情報発信 
・平成 23 年 8 月 25 日 International 

Conference of EAJS：パネル発表“Tangible 

Narratives:The Significance Of 
Architecture In Modern Japanese 



 

 

Literature”（於タリン大学・エストニア・
タリン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（４）具体的に解明された事柄 
 
①西洋建築表象を通して見える近代日本の
概括的な問題 
 
②日本文学に描かれる旧植民地における近
代建築空間のあり方の分析（時代性・地域
性・政治性・作家などの観点から） 
 
③明治期日本における西洋建築表象のあり
方の分析（時代性・地域性・政治性・作家な
どの観点から） 
 
④大正・昭和期（戦前）日本における西洋
建築表象のあり方の分析（時代性・地域性・
政治性・作家などの観点から） 
（５）今後の展開 
現在、研究成果を論集として刊行し情報を
発信していく準備を行っている。 
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